
 

 

 

 

１ 日 時    令和２年７月１５日（水）６校時 

２ 学 年    第２学年（男子５人 女子１３人 計１８人） 

３ 場 所    ２学年教室 

４ 単元名    第４章近世の日本 第１節ヨーロッパ人との出会いと全国統一 

学習材名       「 ヨーロッパ人との出会い 」 （ 東京書籍  新しい社会 歴史 ） 

５ 本単元を指導するにあたって 

（１）単元観 

 本単元は，中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説社会編歴史的分野における内容項目「（１）私

たちと歴史 ア（イ）「資料から歴史に関わる情報を読み取ったり，年表などにまとめたりするなどの技

能を身に付ける」イ（ア）「時期や年代，推移，現在の私たちとのつながりなどに着目」を受けて設定し

たものである。 

 本単元に関しては，「キリスト教世界の動きに伴って，鉄砲やキリスト教が伝来して南蛮貿易が盛ん

になり，日本の社会に影響を及ぼしたこと」を取り扱い，日本とヨーロッパ諸国の接触がおこったこと

や，日本の政治や文化に与えた影響などを考察し，「近世社会の基礎がつくられたこと」を理解すること

をねらいとしている。そのため，本単元では，ヨーロッパ諸国との交易が始まり，日本の社会や文化に

も大きな影響を与えたということについて生徒が考察し，事実・概念を獲得することができる単元であ

る。 

 

（２）生徒観 

 令和 2年 1月に実施した三次市学力到達度検査の生徒質問紙より，社会の勉強が「好き」と答えた生

徒が 29.4％，「まあまあ好き」と答えた生徒は 23.5％，「どちらかといえば好きではない」と答えた生徒

が 35.3％，「好きではない」と答えた生徒が 11.8％と「どちらかといえば好きではない」と答えた生徒

の割合が最も多かった。また，令和 2 年 6 月に実施した授業アンケートでは，「社会の勉強が好き」と

肯定的に答えた生徒は，63.0％であり，約 30％の生徒が社会の勉強に対して苦手意識を持っている生徒

がいることがわかった。 

 また，令和 2 年 6 月に実施した授業アンケートでは ICT についての質問も行った。「授業の中でもっ

と ICT を活用したいか」という質問に対し，肯定的に答えた生徒は，81.0％であり，ICT を活用した授

業に興味・関心があることがわかった。「タブレットを使用したほうが学びが深まっていると感じるか」

という質問に対し，肯定的に答えた生徒は，69％と 7割近くの生徒がタブレットを使用したほうが学び

が深まると実感している。授業アンケート結果より，生徒は授業において，ICT を活用したいと意欲的

であることがわかり，ICT の活用と授業の深い学びを結び付けていることがわかった。 

 

令和元年度三次市学力到達度検査 社会科 

 全体 
社会的事象への関

心・意欲・態度 

社会的な思考・

判断・表現 

資料活用の

技能 

社会的事象につい

ての知識・理解 

クラス平均 64.4％ 64.5％ 58.2％ 66.3％ 65.4％ 

市町村平均 54.5％ 52.8％ 48.4％ 55.9％ 56.3％ 

全国平均 52.8％ 51.2％ 48.1％ 54.0％ 54.1％ 

すべての観点において，全国平均を上回っており，おおむね定着している。 

社会科 第２学年 三次市立甲奴中学校 指導者 田部 晃太 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
対話力・課題解決力・学びを振り返る力 

ヨーロッパ人との出会いと全国統一 



（３）指導観 

 本単元では，南蛮文化を象徴する代表的な作品を取り上げ，ヨーロッパ諸国との接触により国内にど

のような影響を与えたかまとめ，表現できるように指導していきたい。また，タブレットを活用して絵

画の中から特徴を見つけ，比較させることで，生徒の思考を深めさせる。また，インターネットを活用

し，生徒の興味・関心を促す調べ学習も展開していきたい。 

本時では，「南蛮人渡来図屏風」「南蛮風の風俗画」を取り上げ，ヨーロッパから日本に入ってきたも

のをタブレットを活用し見つけさせ，鉄砲とキリスト教に焦点を当て，日本にどのような影響があった

か，自分の意見と他者の意見を比較したり，自分の考えを振り返る場面を設定したりして，思考力，表

現力，対話力を高めていきたい。 

 

６ 単元の目標 

（１）織田・豊臣による統一事業とその当時の対外関係について理解できる。 

（２）ヨーロッパ人との交易により，日本の社会，文化にどのような影響を与えたか考えることができる。 

 

７ 単元の評価規準 

ア 社会的事象について

の関心・意欲・態度 

イ 社会的な 

思考・判断・表現 
ウ 資料活用の技能 

エ 社会的事象につい

ての知識・理解 

①ルネサンスや宗教改革な

どヨーロッパ世界につい

て関心を高め，当時の生

活を想像しながら意欲的

に学習に取り組もうとして

いる。 

②桃山文化の特色につい

て，話し合いや意見交流

などの学習活動に意欲

的に取り組もうとしてい

る。 

①ヨーロッパの世界進出が

アメリカ大陸やアフリカ大

陸にどのような影響を及

ぼしたか説明している。 

②鉄砲とキリスト教伝来，

南蛮貿易が日本の社会

に及ぼした影響につい

て，考察し，説明してい

る。 

③信長の経済政策が商業

の発達にそのような影響

を与えたか考察してい

る。 

①歴史地図を活用しス

ペイン・ポルトガルの

世界進出や世界の一

体化を読み取ることが

できている。 

②「南蛮人渡来図屏風」

などに描かれたものを

読み取り，南蛮貿易や

キリスト教の広がりの理

解に活用している。 

③朝鮮侵略の過程とそ

の影響を資料から読

み取っている。 

①信長と秀吉による統

一事業の過程やその

政策のあらましを理解

し，その知識を身に付

けている。 

②ヨーロッパ人の来航に

よって生まれた新しい

文化について理解

し，その知識を身に付

けている。 

 

８ この単元の学習を通して伸ばしたい資質・能力 

①課題解決力 

  資料を比較しながら特徴をとらえ，時代の特色についてまとめることができる。 

②対話力(質問力・説明力) 

  自分の考えをペアや班で比較し，自分の考えを深めることができる。 

③学びを振り返る力 

  学習課題とこれまでの学習内容を関連付けて，時代の特色について理解することができる。 

 

９ 指導及び評価の計画（全６時間） 

次 
学習内容 

（時数） 

評   価 

 

関 思 技 知 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力 

（評価方法） 

１ 
キリスト教世界とルネサンス（１） 

 

◎    ア① 

（ワークシート） 

①課題解決能力 
（ワークシート） 



２ 

ヨーロッパと外の世界（１） 

 

 

 ◎  

 

〇 

 イ① 

ウ① 

（発表の様子） 

②対話力 
（発表の様子） 

３ 
(

本
時) 

 

ヨーロッパ人との出会い（１） 

 

 ◎  

 

〇 

 イ② 

ウ② 

（ワークシート） 

②対話力 
（行動観察） 
③学びを振り返る力 
（ワークシート） 

A 
ヨーロッパ諸国との交易により，日本社会にどのような影響があったか，図版から読み取り，正しく説

明することができる。 

B ヨーロッパ諸国との交易により，日本社会にどのような影響があったか，考察している。 

C B に達しない。 

４ 

織田信長・豊臣秀吉による統一

事業（１） 

  

 

〇 

 ◎ 

 

エ① 

イ③ 

（ノート） 

③学びを振り返る力 
（ノート） 

５ 

兵農分離と朝鮮侵略（１）   

 

 

◎  

 

〇 

ウ③ 

エ① 

（ノート） 

②対話力 
（行動観察） 

６ 
桃山文化（１） ◎    

 

〇 

ア② 

エ② 

（ワークシート） 

③学びを振り返る力 
（ワークシート） 

 

１０ 本時の展開 

（１）本時の目標 

 ヨーロッパ諸国との交易により，日本にもたらしたものについて，図版から読み取り，鉄砲やキリスト教が，日本

の社会に広まった様子を捉える。 

 

（２）観点別評価規準 

 〇鉄砲とキリスト教伝来，南蛮貿易が日本の社会に及ぼした影響について，考察し，説明している。 

（イ ② 社会的な思考・判断・表現） 

〇「南蛮人渡来図屏風」などに描かれたものを読み取り，南蛮貿易やキリスト教の広がりの理解に活用してい

る。                                               （ウ ② 資料活用の技能） 

 

（３）準備物 

  電子黒板，タブレット，ワークシート 

 

（４）学習の展開 

  
学習内容（活動） 

主な発問・指示（○） 
予想される生徒の反応（☆） 
「Ｃ」と判断される生徒への手だて（★） 
指導上の留意点（●） 

評価規準(◇) 
資質・能力

(◆) 
（評価方法） 

 
導 
 
 
入 

１ 「チキン南蛮」「南蛮漬
け」の写真を見せる。 

〇二つの写真の名前は何だろう。 
☆チキン南蛮，南蛮漬け 
〇二つの写真の共通点は何だろう。 
☆南蛮という言葉がついている。 
●電子黒板に 2 つの写真を提示し，生徒のイメージ
を明確にする。 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
 
開 

２ 本時の目標をつかむ。 
 
 
 
３ 南蛮貿易についてまと
める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 鉄砲の伝来とキリスト
教が日本に与えた影響に
ついて考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ ヨーロッパ人との出会
いが日本の社会にどんな
影響を与えたかまとめ
る。 

●本時の目標を記入させる。 
 
 
 
〇「南蛮人渡来図屏風」「南蛮風の風俗画」を見てど

んなものが日本に入ってきたか見つける。 
(タブレット) 

☆ひだえりがついた人物，洋犬，トラの毛皮 
●タブレットで画像を見て，印をつけるよう指示を
出す。 

★一つも探すことができてなければ，場所を指定す
るなどヒントを出す。 

(個人思考→ペア学習→全体共有) 
〇南蛮貿易の輸出・輸入品をまとめる。 
 
〇「南蛮人渡来図屏風」「南蛮風の風俗画」以外で他
に持ち込まれたものはないだろうか。 

☆鉄砲，キリスト教，学問 
 
〇「鉄砲」「キリスト教」のグループに分かれて，そ

れぞれ日本にどのような影響を与えたかまとめ
よう。（個人思考→班活動→全体共有） 
個人思考…ワークシート 
班活動…タブレット 
全体共有…タブレット 

 
●インターネットの使い方について確認しておく。 
●一つの視点だけでなく，いろんな視点で考えるよ
う伝える。 

 
〇ヨーロッパ人との出会いが日本の社会にどんな影
響を与えたか「鉄砲」「キリスト教」の二つの内容
をまとめてみよう。 

★授業の中で，「鉄砲」「キリスト教」のことについ
て触れたところを指示する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
◇「南蛮人渡来図屏

風」などに描かれた

ものを読み取り，南

蛮貿易やキリスト教

の広がりの理解に活

用している 

ウ②資料活用の技能 

(タブレット) 

 
 
 
♦②対話力 

◇鉄砲とキリスト教

伝来，南蛮貿易が日

本の社会に及ぼした

影響について，考察

し，説明している。 

イ②社会的な思考・

判断・表現 

(行動観察) 

 

 
 
 
 
 
♦②対話力 

◇鉄砲とキリスト教

伝来，南蛮貿易が日

本の社会に及ぼした

影響について，考察

し，説明している。 

イ②社会的な思考・

判断・表現 

(行動観察) 

 
ま
と
め 

６ 本時の振り返りを記入 〇発表させ，クラス全体で振り返りを共有する。 
●鉄砲とキリスト教の広まりを織田，豊臣はどう思
っていたか次の学習につなげるようにする。 

♦③学びを振り返る

力 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーロッパ人との出会いが日本の社会にどんな影響を与えたか説明できるようになろう。 

鉄砲…国内での生産も始まり，戦国大名が戦いで武器として使用するようになった。 

キリスト教…民衆の生活にも広まり，キリスト教信者が増加した。 



１１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ①南蛮貿易              

                     

                     

                     

                     

                     

２ まとめ 

本時の目標 ヨーロッパ人との出会いが日本の社会にどんな影響を与えたか説明できるようになろう。 

ス
ペ
イ
ン 

ポ
ル
ト
ガ
ル 

九
州
各
地
の

大
名 

銀 

鉄砲，毛織物，ガラス製品，中国産生糸 

鉄砲…国内での生産も始まり，戦国大名が戦いで武器として使用するようになった。 

キリスト教…民衆の生活にも広まり，キリスト教信者が増加した。 


